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(57)【要約】
【課題】顔料濃度が高い場合にも粘度の増大および貯蔵安定性の低下が防止され、優れた
透明性および色品位を有するカラーフィルターの製造が可能なカラーフィルター用着色組
成物を与える分散剤を提供すること。
【解決手段】下記の一般式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする顔料分散剤
。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の一般式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする顔料分散剤。

（ただし、式中のＸはイオン性基を１個～３個有し、かつ他の置換基を有していてもよい
芳香族環または芳香族ヘテロ環残基であり、Ｙはイオン性基以外の置換基を有していても
よい芳香族環または芳香族ヘテロ環残基であり、Ｚは、置換基を有していてもよいフェニ
レン基、ビフェニレン基、ナフチレン基または下記式［１］で表される基であり、上記イ
オン性基は、スルホン酸基、カルボン酸基、リン酸モノまたはジエステル基および硫酸エ
ステル基からなる群から選ばれた少なくとも１種のアニオン性基、あるいは線状あるいは
環状の２級、３級アミノ基、第４級アンモニウム基、ピリジンおよびピリジニウム基から
なる群から選ばれた少なくとも１種のカチオン性基である。）

（ただし、式中のＲは水素原子または置換基を表し、ＷはＯ、ＣＨ2、ＨＮＣＯ、Ｓ、Ｎ
＝またはＣＨ＝ＣＨを表す。）
【請求項２】
　Ｘが、スルファニル酸、ナフチオン酸または１－アミノアントラキノン－５－スルホン
酸のカップリング残基であり、Ｚが、ｐ－フェニレンジアミンまたは２，５－ジメチルフ
ェニレンジアミンの縮合残基であり、Ｙが、３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ
－２－メチルフェニル）ベンズアミド、１－アミノアントラキノン、３－アミノ－９－エ
チルカルバゾール、２，５－ジクロロアニリンまたはアントラニル酸アミドのカップリン
グ残基である請求項１に記載の分散剤。
【請求項３】
　有機顔料および請求項２に記載の顔料分散剤を含むことを特徴とする顔料組成物。
【請求項４】
　有機顔料が、溶性アゾ系顔料、不溶性アゾ系顔料、縮合アゾ系顔料、キナクリドン系顔
料、イソインドリン系顔料、イソインドリノン系顔料、アントラキノン系顔料、ジケトピ
ロロピロール系顔料、キノフタロン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、フタロシアニン
系顔料、ジオキサジン顔料および金属錯体顔料からなる群から選ばれた少なくとも１種の
有機顔料である請求項３に記載の顔料組成物。
【請求項５】
　顔料が、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４（Ａ）とＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９
（Ｂ）との混合物であり、両者の混合割合が、Ａ１００質量部当たりＢ１～４０質量部で
ある請求項４に記載の顔料組成物。
【請求項６】
　有機顔料、請求項１に記載の顔料分散剤および樹脂系分散剤を含むことを特徴とする着
色組成物。
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【請求項７】
　樹脂系分散剤が、顔料分散剤の有するＸ基がアニオン性基であるときはカチオン性基を
含む樹脂系分散剤であり、顔料分散剤の有するＸ基がカチオン性基であるときはアニオン
性基を含む樹脂系分散剤である請求項６に記載の着色組成物。
【請求項８】
　さらに皮膜形成材料（あるいは樹脂分散媒体）を含む請求項７に記載の着色組成物。
【請求項９】
　皮膜形成材料が、重合体、オリゴマーおよび／またはモノマーを含有してなる請求項８
に記載の着色組成物。
【請求項１０】
　印刷インキ、筆記具用インキ、プラスチック着色剤、顔料捺染用着色剤、塗料、画像記
録用着色剤あるいは画像表示用着色剤である請求項９に記載の着色組成物。
【請求項１１】
　カラーフィルター用着色剤である請求項１０に記載の着色組成物。
【請求項１２】
　カラーフィルター用基板に着色画素を形成する工程を含むカラーフィルターの製造方法
において、上記着色画素を、請求項１１に記載の着色組成物を使用して形成することを特
徴とするカラーフィルターの製造方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法で形成されたことを特徴とするカラーフィルター。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のカラーフィルターを装備していることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の画像表示装置を装備していることを特徴とする情報伝達機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料分散剤、液晶カラーディスプレイや撮像素子などの製造に使用されるカ
ラーフィルター（以下「ＣＦ」と略す）用着色組成物およびこれを用いたＣＦに関する。
さらに詳しくは、顔料分散性、透明性、流動性や貯蔵安定性に優れたＣＦ用着色組成物お
よびこれを用いたＣＦに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイなどに使用されるＣＦは、現在、フォトレジストに顔料を分散させた
着色組成物を、スピンコート法、コーティング法、あるいは転写法により基板に塗布後、
フォトマスクを介して露光および現像して画素を形成させる方法により主に作製されてい
る。その際、赤色画素形成用の顔料として、通常、ジケトピロロピロール顔料が用いられ
ているが、該顔料を樹脂および溶剤などとともに、通常の分散機で分散させるだけでは、
顔料が充分に分散しないことから、該分散液（「ＣＦ用着色組成物」を意味する場合があ
る）をＣＦの着色画素（以下単に「画素」という）の形成に使用すると、得られる赤色画
素は透明性に欠け、該画素は、ＣＦとして透過率が不十分であり、上記赤色顔料はＣＦ用
着色組成物用の顔料としては不満足なものであった。
【０００３】
　また、フォトレジストに一般的に使用される樹脂としては、アルカリ水溶液がパターニ
ングの現像液に使用できることから、酸価が高いアクリル系ポリマーが主に採用されてい
る。しかしながら、上記の顔料と高酸価のアクリル系樹脂からなる顔料分散液では、顔料
粒子の凝集が起こり、顔料分散液の粘度が高くなりやすく、また、経時で顔料分散液が増
粘し、顔料分散液の貯蔵安定性が悪くなる場合が多い。
【０００４】
　以上のような困難さを伴う顔料分散液によりＣＦを作製する場合、使用する顔料分散液
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をスピンコート法により基板に塗布および成膜し、その後に着色膜を画素化するが、顔料
分散液の粘度が高かつたり、顔料が粒子凝集してＣＦ用着色組成物がチクソトロピックな
粘性を示す場合には、画素化前の塗布層の中央部が盛り上がるため、大画面のＣＦを作製
する際には基板の中央部に形成した画素と周辺部に形成した画素とは色相にむらや濃度差
が発生する原因となっている。
【０００５】
　従って、ＣＦ用着色組成物（顔料分散液）は、通常、顔料濃度が５～２０質量％の高濃
度範囲にあるにも拘らず、その分散状態は顔料粒子同士が凝集せず、かつ一般的な常乾塗
料や焼き付け塗料に比べて粘度が低く（例えば、５～２０ｍＰａ・ｓ程度）、かつ貯蔵安
定性に優れたものでなければならない。これらの問題点を解決するために、特許文献１や
特許文献２では、緑色顔料に対しフタロシアニンブルー系顔料の誘導体を、赤色顔料に対
しアンザンスロン系顔料の誘導体を顔料の分散剤として添加することにより顔料の凝集を
防ぎ、均一な顔料分散液を得ることができる旨を提案している。
【０００６】
　特に従来、赤色顔料がジケトピロロピロール顔料（例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
２５４）の場合には、スルホン化度が１分子当たり１以上のジケトピロロピロールスルホ
ン酸を上記顔料に添加したり、または上記顔料を上記スルホン化物で処理する方法などが
提案されている（特許文献３）。また、赤色顔料が縮合アゾ顔料（例えば、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド２４２）の場合には、スルホンアミド化アゾ化合物を上記顔料に添加する方
法などが提案されている（特許文献４）。
【特許文献１】特開昭６０－２３７４０３号公報
【特許文献２】特開昭６０－２４７６０３号公報
【特許文献３】特開２０００－１６００８４号公報
【特許文献４】特開平１１－２２８８５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一方、液晶表示装置もパーソナルコンピューターのモニターからカラーテレビジョンの
カラーディスプレー用にと拡大し、ＣＦに対してもさらなる性能向上の要請が高まり、画
素の透明性の改善や、画素の透過光のコントラストのアップや、画素中の顔料濃度を高め
る必要が生じてきた。
【０００８】
　しかしながら、上記ジケトピロロピロール顔料のスルホン化物または縮合アゾ顔料のス
ルホンアミド化物を使用する方法では、顔料の分散性向上による画素の透明性の改良や、
顔料濃度が高くなることによる顔料分散液の粘度の増大や貯蔵安定性の低下および異物の
発生を防止することは困難であり、これらの改善が要望されている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、高顔料濃度ＣＦ用着色組成物における上記の問題点を解決し、ＣＦ用着
色組成物の色品位の向上、低粘度化および異物の発生防止を可能にするべく鋭意研究した
結果、イオン性基を有するジアセト酢酸アニリド系アゾ化合物を顔料分散剤として使用す
ることにより、ＣＦ用着色組成物の低粘度化が達成でき、かつ貯蔵時の該着色用組成物の
増粘ゲル化を防止でき、かつ異物の発生を防止するとともに、ＣＦとして最も重要な画素
の透明性も向上させることができることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は、下記の一般式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする
顔料分散剤を提供する。
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【００１１】
（ただし、式中のＸはイオン性基を１個～３個有し、かつ置換基を有していてもよい芳香
族環または芳香族ヘテロ環残基であり、Ｙはイオン性基以外の置換基を有していてもよい
芳香族環または芳香族ヘテロ環残基であり、Ｚは、置換基を有していてもよいフェニレン
基、ビフェニレン基、ナフチレン基または下記式［１］で表される基であり、上記イオン
性基は、スルホン酸基、カルボン酸基、リン酸モノまたはジエステル基および硫酸エステ
ル基からなる群から選ばれた少なくとも１種のアニオン性基、あるいは線状あるいは環状
の２級、３級アミノ基、第４級アンモニウム基、ピリジンおよびピリジニウム基からなる
群から選ばれた少なくとも１種のカチオン性基である。）

（ただし、式中のＲは水素原子または置換基を表し、ＷはＯ、ＣＨ2、ＨＮＣＯ、Ｓ、Ｎ
＝ＮまたはＣＨ＝ＣＨを表す。）
【００１２】
　上記分散剤においては、Ｘが、スルファニル酸、ナフチオン酸または１－アミノアント
ラキノン－５－スルホン酸のカップリング残基であり、Ｚが、ｐ－フェニレンジアミンま
たは２，５－ジメチルフェニレンジアミンの縮合残基であり、Ｙが、３－アミノ－４－ク
ロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド、１－アミノアントラキノ
ン、３－アミノ－９－エチルカルバゾールまたは２，５－ジクロロアニリンのカップリン
グ残基であることが特に好ましい。
【００１３】
　また、本発明は、有機顔料および上記本発明の顔料分散剤を含むことを特徴とする顔料
組成物を提供する。ここで有機顔料が、溶性アゾ系顔料、不溶性アゾ系顔料、縮合アゾ系
顔料、キナクリドン系顔料、イソインドリン系顔料、イソインドリノン系顔料、アントラ
キノン系顔料、ジケトピロロピロール系顔料、キノフタロン顔料、ペリレン顔料、ペリノ
ン顔料、フタロシアニン系顔料、ジオキサジン顔料および金属錯体顔料からなる群から選
ばれた少なくとも１種であることが好ましい。特に顔料が、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２
５４（Ａ）とＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９（Ｂ）との混合物であり、両者の混合割
合が、Ａ１００質量部当たりＢ１～４０質量部であることが好ましい。
【００１４】
　また、本発明は、有機顔料、上記本発明の顔料分散剤および樹脂系分散剤を含むことを
特徴とする着色組成物を提供する。ここで上記樹脂系分散剤が、顔料分散剤の有するＸ基
がアニオン性基であるときはカチオン性基を含む樹脂系分散剤であり、顔料分散剤の有す
るＸ基がカチオン性基であるときはアニオン性基を含む樹脂系分散剤であることが好まし
い。また、さらに皮膜形成材料（あるいは樹脂分散媒体）を含むことが好ましく、ここで
上記の皮膜形成材料が、重合体、オリゴマーおよび／またはモノマーを含有してなること
が好ましい。また、上記着色組成物が、印刷インキ、筆記具用インキ、プラスチック着色
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剤、顔料捺染用着色剤、塗料、画像記録用着色剤あるいは画像表示用着色剤であること、
特にＣＦ用着色剤であることが好ましい。
【００１５】
　また、本発明は、ＣＦ用基板に着色画素を形成する工程を含むＣＦの製造方法において
、上記着色画素を、前記本発明の着色組成物を使用して形成することを特徴とするＣＦの
製造方法、該方法で形成されたことを特徴とするＣＦ、該ＣＦを装備していることを特徴
とする画像表示装置、および該画像表示装置を装備していることを特徴とする情報伝達機
器を提供する。
【発明の効果】
【００１６】
　以上の本発明によれば、特定の顔料分散剤をＣＦの黄色、赤色および緑色画素形成用着
色組成物の分散剤として使用することにより、ＣＦ用着色組成物を安定して製造すること
ができ、異物の発生を防止し、また、最終的にＣＦ用着色組成物として使用される際にも
、優れた分光カーブ特性を有し、鮮明で冴えた、透明感の高い、しかも耐光性、耐熱性、
耐溶剤性、耐薬品性および耐水性などの諸堅牢性に優れた画素を有するＣＦを得ることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に発明を実施するため最良の形態を挙げて本発明をさらに詳細に説明する。
　本発明の分散剤は、スルホン酸基などのイオン性基を持つアセト酢酸系ジスアゾ構造を
有することに特徴があり、本発明の分散剤は種々の顔料に対する優れた親和性を有してお
り、広範囲の顔料に使用可能である。また、本発明の分散剤は優れた顔料分散効果を有し
ていることより、ＣＦに使用される着色剤の製造に使用することができる。
【００１８】
　本発明の一般式（Ｉ）で表される分散剤は、まず、置換基を有していてもよいジアミノ
フェニレン、ジアミノビフェニレン、ジアミノナフチレン、または前記式［１］のジアミ
ンなどの芳香族ジアミンをキシレン、モノクロロベンゼン、ニトロベンゼンなどの不活性
な溶媒中、ケテンダイマー（ジケテン）、あるいはアセト酢酸エステルを２モル比に反応
させ、カップラー（カップリング成分）を合成する。次いで、置換基を有していてもよい
イオン性基を有する芳香族アミンまたは芳香族ヘテロアミンを常法によりジアゾ化後、上
記のカップリング成分に１モル比でカップリングさせ、さらに、イオン性基以外の置換基
を有していてもよい芳香族アミンまたは芳香族ヘテロアミンを常法により１モル比でジア
ゾ化後、カップリングさせることによって得ることができる。また、上記のカップリング
の順序を逆にしても得ることができる。
【００１９】
　一般式（Ｉ）の化合物の製造に使用されるイオン性基を有する芳香族化合物アミンとし
ては、スルホン酸化合物として、例えば、ｏ－アミノベンゼンスルホン酸（オルタニル酸
）、ｍ－アミノベンゼンスルホン酸（メタニル酸）、ｐ－アミノベンゼンスルホン酸（ス
ルファニル酸）、４－クロロアニリン－３－スルホン酸、２－ニトロアニリン－４－スル
ホン酸、２－アミノフェノール－４－スルホン酸、ｏ－アニシジン－５－スルホン酸、ｐ
－アニシジン－５－スルホン酸、ｏ－トルイジン－４－スルホン酸、ｍ－トルイジン－４
－スルホン酸、ｐ－トルイジン－２－スルホン酸、２－クロロ－ｐ－トルイジン－３－ス
ルホン酸、２－クロロ－ｐ－トルイジン－５－スルホン酸、３－アミノ－６－クロロトル
エン－４－スルホン酸、３－アミノ－６－クロロ－４－スルホ安息香酸、１－アミノ－８
－ナフタレンスルホン酸、２－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸、４－アミノ－１－ナ
フタレンスルホン酸、５－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸、６－アミノ－１－ナフタ
レンスルホン酸、５－アミノ－３－ナフタレンスルホン酸、４－アミノ－５－ヒドロキシ
－２，７－ナフタレンジスルホン酸、６－アミノ－４－ヒドロキシ－２－ナフタレンスル
ホン酸、７－アミノ－４－ヒドロキシ－２－ナフタレンスルホン酸、１－アミノ－５－ア
ントラキノンスルホン酸、１－アミノ－８－アントラキノンスルホン酸、１－アミノ－２



(7) JP 2010-59224 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

－アントラキノンスルホン酸、７－アミノ－１，３－ナフタレンジスルホン酸、３－アミ
ノ－２，７－ナフタレンジスルホン酸、６－アミノ－１，３－ナフタレンジスルホン酸、
３－アミノ－２，７－ナフタレンジスルホン酸、８－アミノ－１，５－ナフタレンジスル
ホン酸、２－アミノ－３，６，８－ナフタレントリスルホン酸などが挙げられる。以上に
おいて、特に好ましいアミンはスルファニル酸、ナフチオン酸、１－アミノアントラキノ
ン－５－スルホン酸である。
【００２０】
　他のイオン性基を有する芳香族アミンとしては、例えば、２－（４－アミノフェノキシ
）エチル水素サルフェート、２－（（４－アミノフェノキシ）（メチル）アミノ）エチル
水素サルフェート、Ｎ1－メチルベンゼン－１，４－ジアミン、４－（ピペリジン－４－
イル）アニリン、３－（ピペラジン－４－イル）アニリン、２－（ピリジン－４－イル）
アニリン、４－アミノ－Ｎ－（３－（ジエチルアミノ）プロピル）ベンズアミド、３－ア
ミノ－Ｎ－（３－（ジエチルアミノ）プロピル）ベンズアミド、２－アミノ－Ｎ－（３－
（ジエチルアミノ）プロピル）ベンズアミド、４－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエ
チルアミノ）プロピル））ベンズアミド、３－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエチル
アミノ）プロピル））ベンズアミド、２－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエチルアミ
ノ）プロピル））ベンズアミド、４－アミノ－Ｎ－（３－（ジエチルアミノ）プロピル）
ベンゼンスルホンアミド、３－アミノ－Ｎ－（３－（ジエチルアミノ）プロピル）ベンゼ
ンスルホンアミド、２－アミノ－Ｎ－（３－（ジエチルアミノ）プロピル）ベンゼンスル
ホンアミド、４－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエチルアミノ）プロピル））スルホ
ンアミド、３－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエチルアミノ）プロピル））スルホン
アミド、２－アミノ－Ｎ，Ｎ－ビス（（３－（ジエチルアミノ）プロピル）スルホンアミ
ド、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4－（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ6－
プロピル－１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェ
ニル）－Ｎ4－ｎ－ブチル－Ｎ6－（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－１，３，５－ト
リアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4－ｓｅｃ－ブチ
ル－Ｎ6－（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６
－トリアミン，Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ6－（３－（
ジメチルアミノ）プロピル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2

－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ6

－プロピル－１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフ
ェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ6－ｎ－ブチル－１
，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，
Ｎ4－ビス（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ6－ｓｅｃ－ブチル－１，３，５－ト
リアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（
３－（ジメチルアミノ）プロピル）－Ｎ6－ｔｅｒｔ－ブチル－１，３，５－トリアジン
－２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（３－（ジ
メチルアミノ）プロピル）－Ｎ6－フェニル－１，３，５－トリアジン－２，４，６－ト
リアミン、Ｎ2－（４－アミノ－３，５－ジクロロフェニル）－Ｎ4－（４－クロロフェニ
ル）－Ｎ6，Ｎ6－ビス（３－（ジメチルアミノ）プロピル）－１，３，５－トリアジン－
２，４，６－トリアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（３－（ジメ
チルアミノ）プロピル）－６－（４－クロロフェノキシ）－１，３，５－トリアジン－２
，４－ジアミン、Ｎ2－（４－アミノフェニル）－Ｎ4，Ｎ4－ビス（３－（ジメチルアミ
ノ）プロピル）－６－（フェニルチオ）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミンな
どが挙げられる。
【００２１】
　一般式（Ｉ）の化合物の製造に使用されるアミノ基を有し、イオン性基以外の置換基を
有していてもよい芳香族またはヘテロ芳香族化合物（Ｙ－ＮＨ2）としては、例えば、ア
ニリン、トルイジン（ｏ－、ｍ－またはｐ－）、２，４－キシリジン、３，４－キシリジ
ン、ｐ－クレシジン、アニシジン（ｏ－、ｍ－またはｐ－）、アミノフェノール（ｏ－、
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ｍ－またはｐ－）、アントラニル酸アミド、ｐ－アミノ安息香酸アミド、ニトロアニリン
（ｏ－、ｍ－またはｐ－）、クロロアニリン（ｏ－、ｍ－またはｐ－）、２，５－ジクロ
ロアニリン、３，４－ジクロロアニリン、３，５－ジクロロアニリン、２，４，５－トリ
クロロアニリン、２－クロロ－４－ニトロアニリン、５－クロロ－２－ニトロアニリン、
２，６－ジクロロ－４－ニトロアニリン、ｏ－フルオロアニリン、２，４－ジフルオロア
ニリン、ｍ－トリフルオロメチルアニリン、２－クロロ－５－トリフルオロメチルアニリ
ン、２－アミノチオフェノール、２－アミノ－５－ニトロベンゾニトリル、２－アミノ－
３－ブロモ－５－ニトロベンゾニトリル、ジフェニルアミン、１－ナフチルアミン、２－
ナフチルアミン、１－アミノアントラキノン、２－アミノアントラキノン、３－アミノ－
９－エチルカルバゾール、３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェ
ニル）ベンズアミド、３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－フェニルフェニルベンズアミド、３
－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド、３－ア
ミノ－４－メトキシ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド、３－アミ
ノ－４－メトキシ－Ｎ－フェニルルベンズアミド、３－アミノ－４－メトキシ－Ｎ－（３
－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド、４－アミノ－１，９－アントラピリミジ
ン、２－アミノ－５－ニトロチアゾール、２－アミノ－６－メトキシベンゾチアゾール、
５－アミノ－３－メチルイソアゾール、３－アミノ－５－ニトロ－２，１－ベンズイソチ
アゾール、２－アミノ－３，５－ジニトロチオフェン、５－アミノ－４－シアノピラゾー
ルなどが挙げられる。以上において、特に好ましいアミンは３－アミノ－４－クロロ－Ｎ
－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド、１－アミノアントラキノン、３－
アミノ－９エチルカルバゾール、２，５－ジクロロアニリンである。
【００２２】
　一般式（Ｉ）の化合物の製造に使用されるジアミノ芳香族化合物（Ｈ2Ｎ－Ｚ－ＮＨ2）
としては、ｏ－フェニレンジアミン、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン
、２－クロロ－ｐ－フェニレンジアミン、２，５－ジクロロ－ｐ－フェニレンジアミン、
２，５－ジメチル－ｐ－フェニレンジアミン、３，３’－ジクロロベンジジン、３，３’
－ジメトキシベンジジン、ｏ－トリジン、ｏ－アニシジン、１，４－ジアミノナフタレン
、１，５－ジアミノナフタレン、３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジフェニルメ
タン、４，４’－ジアミノ－３，３’－ジエチルジフェニルメタン、４，４’－ジアミノ
ベンズアニリド、３，４’－ジアミノベンズアニリド、３，３’－ジアミノベンズアニリ
ド、３，５－ジアミノクロロベンゼン、４，４’－ジアミノジフェニルエーテル、４，４
’－ジアミノジフェニルチオエーテル、３，３’－ジメチル－４，４’－ジアミノジフェ
ニルメタン、４，４’－ジアミノアゾベンゼン、４，４’－ジアミノスチルベンなどが挙
げられる。上記において特に好ましいいジアミンは、ｐ－フェニレンジアミン、２，５－
ジメチルフェニレンジアミン、２，５－ジクロロ－ｐ－フェニレンジアミンである。
【００２３】
　一般式（Ｉ）で表わされる分散剤のイオン性基はフリーでもよいし、その塩でもよい。
例えば、スルホン酸基の如きアニオン性基の場合には、塩を形成する金属としては、例え
ば、Ｌｉ、ＮａおよびＫなどのアルカリ金属、Ｃａ、Ｂａ、Ａｌ、Ｍｎ、Ｓｒ、Ｍｇおよ
びＮｉなどの多価金属が挙げられる。また、アミン塩またはアンモニウム塩を形成するア
ミンとしては、例えば、（モノ、ジまたはトリ）アルキルアミン類、置換または未置換の
アルキレンジアミン類、アルカノールアミン類、アルキルアンモニウムクロライドおよび
アンモニアなどが挙げられる。また、一般式（Ｉ）で表わされる分散剤のイオン性基がア
ミノ基の如きカチオン性基の場合には、塩を形成する化合物としては、有機または無機の
酸が挙げられる。
【００２４】
　本発明のＣＦ用着色組成物は、顔料、前記の顔料分散剤、樹脂系分散剤および樹脂ワニ
スから構成されることが好ましい。本発明で使用する顔料は、赤色顔料として特にジケト
ピロロピロール系顔料が挙げられる。このような赤色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント
レッド２５４などが挙げられる。その際、色補正として、縮合アゾ系赤色顔料や黄色顔料
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を配合させてもよい。このような縮合アゾ系赤色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド１６６および２４２が、黄色顔料としては、イソインドリン顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメント
イエロー１３９）などを用いることができる。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４に対する
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９の使用量は前者１００質量部当たり後者が１～４０質
量部である。上記赤色顔料の使用量は特に限定されないが、通常、後述の樹脂ワニスの樹
脂バインダー１００質量部に対し５～５００質量部の割合で使用される。
【００２５】
　前記顔料分散剤の顔料に対する配合割合は、顔料１００質量部に対して、０．０５～４
０質量部の割合が好ましく、さらに好ましくは０．１～１０質量部の割合である。分散剤
の配合割合が少なすぎると、目的とする分散剤の効果が十分に得られにくくなる。また、
分散剤の配合割合が多すぎると、多く用いただけの効果が得られず、逆にその結果得られ
るＣＦ用着色組成物の諸物性の低下をもたらし、さらには、分散剤自体の持つ色によって
、分散されるべき顔料の色相が大きく変化してしまう。
【００２６】
　本発明で用いられる樹脂系分散剤としては、公知の樹脂系分散剤が使用でき、特に前記
本発明の分散剤がスルホン酸などのアニオン性基を有する場合には、カチオン系樹脂分散
剤が好ましい。カチオン系樹脂分散剤としては、例えば、特開昭５４－３７０８２号公報
などに記載のポリ（低級アルキレンイミン）誘導体、特開平９－１６９８２１号公報、特
開２００１－５９９０６号公報などに記載のポリアリルアミンまたはポリビニルアミン誘
導体、特開２０００－１５５２０９号公報などに記載のジイソシアナート類および／また
はトリイソシアナート類と片末端に水酸基を有するポリエステル類および／または両末端
に水酸基を有するポリエステル類との反応生成物であるウレタン系分散剤、特開２０００
－９５９９２号公報などに記載のポリカプロラクトン骨格を有する分散剤などを使用する
ことができる。
【００２７】
　これらの中で、特に限定されるわけではないが、分散安定効果が高い点でポリ（低級ア
ルキレンイミン）誘導体、あるいはポリアリルアミン誘導体といったポリアミン誘導体を
用いるのが好ましく、さらには、これら上記ポリアミン誘導体のアミノ基および／または
イミノ基にポリエステル、ポリアミドおよびポリエステルアミドよりなる群から選ばれる
少なくとも１種が導入された構造を有する側鎖導入型ポリアミン誘導体の使用が、より分
散安定性を向上させることができるため、より好ましい。
【００２８】
　以下に、本発明において樹脂系分散剤として好ましく用いることができる側鎖導入型ポ
リアミン誘導体の例を示す。側鎖導入型ポリアリルアミン誘導体としては、ポリアリルア
ミンのアミノ基と、カルボキシル基を有するポリエステル、カルボキシル基を有するポリ
アミド、またはカルボキシル基を有するポリエステルアミドから選ばれる化合物（以下、
導入化合物という）の少なくとも１種のカルボキシル基との反応により、式：－ＮＨＣＯ
Ｒ（式中、Ｒはカルボキシル基を有するポリエステル、カルボキシル基を有するポリアミ
ド、またはカルボキシル基を有するポリエステルアミドのカルボキシル基を除いた残基を
表す）で表されるアミド基が、ポリアリルアミン誘導体の１分子当たり少なくとも１個導
入されている化合物、あるいは導入化合物のカルボキシル基とポリアリルアミンのアミノ
基との塩形成により、式：－ＮＨ3

+-ＯＣＯＲで表されるアンモニウム塩構造が導入され
ている化合物が好ましい。さらにポリアリルアミン誘導体は導入化合物のカルボキシル基
と反応せず、塩も形成しない遊離のアミノ基を有していてもよい。より好ましいポリアリ
ルアミン誘導体は、１分子当たり前記アミド基および／またはアンモニウム塩構造と遊離
のアミノ基をそれぞれ１個以上有するものである。遊離のアミノ基を有する方が顔料への
吸着力が強く、より分散安定性が向上する傾向がある。
【００２９】
　側鎖導入型ポリ（低級アルキレンイミン）誘導体としては、ポリ（低級アルキレンイミ
ン）のイミノ基および／またはアミノ基と、上記導入化合物のカルボキシル基との反応に
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より、イミド基および／またはアミド基が、ポリ（低級アルキレンイミン）１分子当たり
少なくとも１個導入されている化合物、あるいは導入化合物のカルボキシル基とポリ（低
級アルキレンイミン）のイミノ基および／またはアミノ基との塩形成により、アンモニウ
ム塩構造が導入されている化合物が好ましい。さらにポリ（低級アルキレンイミン）誘導
体は導入化合物のカルボキシル基と反応せず、塩も形成しない遊離のアミノ基および／ま
たはイミノ基を有していてもよい。
【００３０】
　上記側鎖導入型ポリアリルアミン誘導体、ポリ（低級アルキレンイミン）誘導体に導入
される導入化合物としては、カルボキシル基を有するポリエステルの場合、例えば、１２
－ヒドロキシステアリン酸、リシノール酸、９および１０－ヒドロキシステアリン酸の混
合物、ヒマシ油脂肪酸、水添ヒマシ油脂肪酸、乳酸などのヒドロキシ脂肪酸や、ε－カプ
ロラクトン、β－プロピオラクトン、γ－ブチロラクトン、δ－バレロラクトン、β－メ
チル－δ－バレロラクトン、４－メチルカプロラクトン、２－メチルカプロラクトンなど
のラクトンから得られるものが挙げられる。また、無水マレイン酸、フマル酸、無水フタ
ル酸、テレフタル酸、アジピン酸、セバシン酸などの二塩基酸とエチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ネオペンチルグリコールなどのジオールとの反応により得られるも
のが挙げられる。
【００３１】
　カルボキシル基を有するポリアミドの場合、例えば、ε－カプロラクタム、ω－ラウロ
ラクタムなどのラクタムや、アミノカプロン酸、１１－アミノウンデカン酸などのアミノ
カルボン酸などから得られるものが挙げられる。また、二塩基酸（ポリエステルの製造に
使用するものと同様なもの）とエチレンジアミン、１，４－アミノブタン、ヘキサメチレ
ンジアミンなどのジアミンとの反応により得られるものが挙げられる。カルボキシル基を
有するポリエステルアミドの場合、上記ポリエステル、ポリアミドの製造に使用する、ヒ
ドロキシカルボン酸、ラクトン、あるいは二塩基酸およびジオールから選ばれる少なくと
も１種と、アミノカルボン酸、ラクタム、あるいは二塩基酸およびジアミンから選ばれる
少なくとも１種の反応により得られるものが挙げられる。
【００３２】
　上記のような構造を有するポリアリルアミン誘導体の具体例としては、商品名で、例え
ば、ＢＹＫ（ビッグ）ケミー社（ドイツ）の商品名：ＤＩＳＰＥＲ　ＢＹＫ－１６０、同
１６１、同１６２、同１６３、同１６４、同１６６、同１７１、同１８２、同１８４、同
２０００、同２００１、同２０７０、同２１５０；ＥＦＫＡ社（オランダ）の商品名：Ｅ
ＦＫＡ－４４、同４６、同４７、同４８、同４０１０、同４０５０、同４０５５、同４０
２０、同４０１５、同４０６０、同４３００、同４３３０、同４４００、同４４０６、同
４５１０、同４８００；Ａｖｅｃｉａ社（イギリス）の商品名：ＳＯＬＳＰＥＲＳ－２４
０００、同３２５５０、ＮＢＺ－４２０４／１０；川研ファインケミカル社の商品名：ヒ
ノアクトＴ－６０００、同７０００、同８０００；味の素社の商品名：アジスパーＰＢ－
８２１、同８２２、同８２３；共栄社化学社の商品名：フローレンＤＯＰＡ－１７ＨＦ、
同１５ＢＨＦ、同３３、同４４などがある。
【００３３】
　本発明で用いる樹脂系分散剤の添加量としては、特に限定されるわけではないが、好ま
しくは顔料１００質量部に対して２～１００質量部であり、より好ましくは１０～５０質
量部である。樹脂系分散剤の添加量が２質量部より少ないと良好な顔料分散安定性が得ら
れず、１００質量部より多いと現像性が不良となる場合がある。
【００３４】
　本発明において顔料を分散させる分散媒体としての樹脂ワニスとしては、従来からＣＦ
用着色組成物に使用されている公知の樹脂ワニスがいずれも使用でき、特に限定されない
。また、分散媒体として樹脂ワニスとしては適切な溶剤または水系媒体が使用される。ま
た、必要に応じて従来公知の添加剤、例えば、分散助剤、平滑化剤および密着化剤などが
適宜添加使用される。
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【００３５】
　樹脂ワニスとしては、感光性の樹脂ワニスと非感光性樹脂ワニスが使用される。感光性
樹脂ワニスとしては、例えば、紫外線硬化性インキや電子線硬化インキなどに用いられる
感光性樹脂ワニスが挙げられ、非感光性樹脂ワニスとしては、例えば、凸版インキ、平版
インキ、凹版グラビアインキおよび孔版スクリーンインキなどの印刷インキに使用する樹
脂ワニス、インクジェットプリンティングに使用する樹脂ワニス、電着塗装に使用する樹
脂ワニス、電子印刷や静電印刷の現像剤に使用する樹脂ワニス、熱転写フィルムまたはリ
ボンに使用する樹脂ワニスなどが挙げられる。
【００３６】
　感光性樹脂ワニスの具体例としては、例えば、感光性環化ゴム系樹脂、感光性フェノー
ル系樹脂、感光性ポリアクリレート系樹脂、感光性ポリアミド系樹脂、感光性ポリイミド
系樹脂など、および不飽和ポリエステル系樹脂、ポリエステルアクリレート系樹脂、ポリ
エポキシアクリレート系樹脂、ポリウレタンアクリレート系樹脂、ポリエーテルアクリレ
ート系樹脂、ポリオールアクリレート系樹脂などのワニス、あるいはこれらにさらに反応
性希釈剤としてモノマーが加えられたワニスが挙げられる。上記感光性樹脂ワニスの中で
好適な樹脂としては、分子中にフリーのカルボン酸基を有するアルカリ現像可能なアクリ
レート系の樹脂が望ましい。
【００３７】
　非感光性の樹脂ワニスの具体例としては、例えば、セルロースアセテート系樹脂、ニト
ロセルロース系樹脂、スチレン系（共）重合体、ポリビニルブチラール系樹脂、アミノア
ルキッド系樹脂、ポリエステル系樹脂、アミノ樹脂変性ポリエステル系樹脂、ポリウレタ
ン系樹脂、アクリルポリオールウレタン系樹脂、可溶性ポリアミド系樹脂、可溶性ポリイ
ミド系樹脂、可溶性ポリアミドイミド系樹脂、可溶性ポリエステルイミド系樹脂、ヒドロ
キシエチルセルロース、スチレン－マレイン酸エステル系共重合体の水溶性塩、（メタ）
アクリル酸エステル系（共）重合体の水溶性塩、水溶性アミノアルキッド系樹脂、水溶性
アミノポリエステル系樹脂および水溶性ポリアミド系樹脂などが挙げられ、これらは単独
あるいは２種以上を組み合わせて使用される。
【００３８】
　上記の各成分から構成される本発明の着色組成物の製造方法は、特に制限されないが、
例えば、下記の方法などが挙げられる。
（イ）硫酸などに顔料および顔料分散剤を溶解した後、水中に析出させ、両者を固溶体に
して、カチオン性樹脂系分散剤とともに樹脂ワニスに添加して練肉する方法。
（ロ）水または有機溶媒中に顔料を均一に懸濁させ、該懸濁液に顔料分散剤を含有する溶
液を添加し、上記顔料粒子表面に顔料分散剤を沈着させたものをカチオン性樹脂系分散剤
とともに樹脂ワニスに加えて練肉する方法。
（ハ）顔料、顔料分散剤およびカチオン性樹脂系分散剤をアトライターやボールミルなど
の湿式媒体分散機で微分散し、樹脂ワニスに添加して練肉する方法。
（ニ）樹脂ワニス中に顔料、顔料分散剤およびカチオン性樹脂系分散剤をプレミキシング
時に添加し、湿式媒体分散機で分散処理する方法。
【００３９】
　本発明のＣＦ用着色組成物を用いてＣＦを製造するに際しては、樹脂ワニスとして感光
性の樹脂ワニスを使用する場合には、該組成物にベンゾインエーテルやベンゾフェノンな
どの従来公知の光重合開始剤を加え、従来公知の方法で練肉して調製した感光性着色組成
物を使用する。また、上記の光重合開始剤に代えて熱重合開始剤を使用して熱重合性着色
組成物として使用することもできる。
【００４０】
　上記の感光性着色組成物を用いて基板上にＣＦの画素を形成する場合には、透明基板上
に該感光性着色組成物を、例えば、スピンコーター、低速回転コーター、ロールコーター
またはナイフコーターなどを用いて全面コーティングを行うか、あるいは各種の印刷方法
による全面印刷または画素よりやや大きな部分印刷を行い、予備乾燥後フォトマスクを密



(12) JP 2010-59224 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

着させ、超高圧水銀灯を使用して露光を行って画素を焼き付けする。次いで現像および洗
浄を行い、必要に応じポストベークを行うことによりＣＦの画素を形成することができる
。これらのＣＦの画素形成方法自体は公知であり、本発明においてはＣＦの画素形成方法
は特に限定されない。
【００４１】
　非感光性の樹脂ワニスを使用した本発明のＣＦ用着色組成物（非感光性着色組成物）を
用いてＣＦの画素を形成する場合には、透明基板上に該非感光性着色組成物を、例えば、
ＣＦ用印刷インキとして上記した各種の印刷方法にて直接基板に画素を印刷する方法、Ｃ
Ｆ用水性電着塗装組成物として電着塗装により基板に画素を形成する方法、インクジェッ
ト用インキとしてインクジェットプリンティングにより基板に画素を形成する方法、電子
印刷方法や静電印刷方法を用いたり、あるいは転写性基材に上記の方式などで一旦画素を
形成してからＣＦ用基板に転写する方法などが挙げられる。次いで常法に従い、必要に応
じてベーキングを行ったり、表面平滑化のための研磨を行ったり、表面保護のためのトッ
プコーティングを行う。また、常法に従いブラックマトリックスを形成し、ＲＧＢの各画
素を有するＣＦを得ることができる。これらのＣＦの製造方法自体は公知であり、本発明
においてはＣＦの製造方法は特に限定されない。
【実施例】
【００４２】
　次に合成例、実施例および比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。なお、文
中「部」または「％」とあるのは質量基準である。
［合成例１］
　攪拌しながら、Ｎ，Ｎ’－（２，５－ジメチル－１，４－フェニレン）ビス（３－オキ
ソブタンアミド）６．１部を、水酸化ナトリウム１．８部を溶かしたメタノール１００部
に溶解させた。これに酢酸５．０部を加えてスラリーにした（下漬液）。別に、スルファ
ニル酸３．５部を炭酸ナトリウム１．２部と水３０部に溶かし、濃塩酸５．３部を加えて
スラリーとし、１０℃以下で３０％亜硝酸ナトリウム５部を加えて１時間攪拌した（ジア
ゾ液Ａ）。ジアゾ液Ａを上記下漬液に１０℃以下で加え、酢酸ナトリウムでｐＨ３．０～
３．５に調整して２時間攪拌させた（反応液）。別に、３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（
５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミド５．４部を濃塩酸８．５部、５０％酢酸
３０部でスラリー状とし、５℃以下で３０％亜硝酸ナトリウム５部を加えて２時間攪拌し
た（ジアゾ液Ｂ）。ジアゾ液Ｂを上記の反応液に加え、酢酸ナトリウムでｐＨ３．０～３
．５に調整して５℃以下で５時間攪拌させた。生成物をろ過、水洗後、得られたペースト
を水中でリスラリー化して塩酸酸性として１時間攪拌した。ろ過、水洗、乾燥して下記構
造で表される顔料分散剤（Ａ）１３．６部を得た。
【００４３】

【００４４】
［合成例２］
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　合成例１で得られた分散剤（Ａ）の水ペースト（固形分５．０部）を水５０部に加えて
十分にスラリー化し、テトラエチルアンモニウムクロリド５．０部を加えて３時間攪拌後
に混合物をろ過して、フィルターケーキを十分に水洗し、顔料分散剤（Ｂ）４．７部を得
た。

【００４５】
［合成例３］
　合成例１で得られた分散剤（Ａ）の水ペースト（固形分５．０　部）を水５０部に加え
て十分にスラリー化し、硫酸アルミニウム１４～１８水和物６．０部を水３０部に溶かし
て加え、８０℃にて３時間攪拌後に混合物をろ過して、フィルターケーキを十分に水洗し
、顔料分散剤（Ｃ）５．１部を得た。

【００４６】
［合成例４］
　合成例１のＮ，Ｎ’－（２，５－ジメチル－１，４－フェニレン）ビス（３－オキソブ
タンアミド）の代わりに、Ｎ，Ｎ’－（１，４－フェニレン）ビス（３－オキソブタンア
ミド）を使用する以外は合成例１と同様にして、顔料分散剤（Ｄ）を得た。
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【００４７】
［合成例５］
　合成例１のスルファニル酸の代わりにナフチオン酸を使用する以外は合成例１と同様に
して、顔料分散剤（Ｅ）を得た。

【００４８】
［合成例６］
　合成例１の３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズ
アミドの代わりに１－アミノアントラキノンを使用する以外は合成例１と同様にして、顔
料分散剤（Ｆ）を得た。

【００４９】
［合成例７］
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　合成例１のスルファニル酸の代わりに１－アミノアントラキノン－５－スルホン酸を、
３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズアミドの代わ
りに１－アミノアントラキノン使用する以外は合成例１と同様にして、顔料分散剤（Ｇ）
を得た。

【００５０】
［合成例８］
　合成例１の３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズ
アミドの代わりに３－アミノ－９－エチルカルバゾールを使用する以外は合成例１と同様
にして、顔料分散剤（Ｈ）を得た。

【００５１】
［合成例９］
　合成例１の３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズ
アミドの代わりに２，５－ジクロロアニリンを使用する以外は合成例１と同様にして、顔
料分散剤（Ｉ）を得た。

【００５２】
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［合成例１０］
　合成例１の３－アミノ－４－クロロ－Ｎ－（５－クロロ－２－メチルフェニル）ベンズ
アミドの代わりにアントラニル酸アミドを使用する以外は合成例１と同様にして、顔料分
散剤（Ｊ）を得た。

【００５３】
［実施例１］
　アクリル樹脂ワニス（メタクリル酸／ブチルアクリレート／スチレン／ヒドロキシエチ
ルアクリレートを２５／５０／１５／１０のモル比で共重合させたもの、分子量１２，０
００、固形分３０％）５０部にＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４を２０部、イソインドリ
ンイエロー顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９）を４部、合成例１で得られた顔料
分散剤（Ａ）を１部、カチオン性樹脂系分散剤を４部および溶剤（プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート）（以下ＰＧＭＡｃと略す）を２０部配合し、プレミキシ
ングの後、横型ビーズミルで分散し赤色のＣＦ用着色組成物を得た。
【００５４】
［実施例２～１０］
　実施例１の顔料分散剤（Ａ）の代わりに、それぞれ合成例２～１０で得られた顔料分散
剤（Ｂ）～（Ｊ）を使用し、その他は実施例１と同様にして赤色のＣＦ用着色組成物を得
た。
［比較例］
　顔料分散剤（Ａ）を使用しない以外は、実施例１と同様にして赤色のＣＦ用着色組成物
を得た。
【００５５】
　上記の実施例１～１０のＣＦ用着色組成物の粘度（流動性）と展色面のグロスおよび異
物発生の有無（粘度）を比較例の場合と比較した。ＣＦ用着色組成物の粘度と展色のグロ
スは、下記の方法に従って測定し、初期とＣＦ用着色組成物を室温で１ヶ月間貯蔵後につ
いて比較例の場合と相対評価を行った。
粘度：Ｂ型粘度計を用い、室温（２５℃）、ローターの回転数６０ｒｐｍの条件で測定し
た。
【００５６】
グロス：バーコーター（巻線の太さ０．４５ｍｍ）を使用して、ポリプロピレンフィルム
に展色し、展色面のグロスを目視およびグロスメーターにて比較した。なお、グロスの高
いものを良好とし、下記の指標で表示した。
　　○：良好
　　△：やや良好
　　×：不良
　以上の結果を表１に示す。
【００５７】
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【００５８】
　表１から明らかなように、本発明の顔料分散剤（Ａ）～（Ｊ）を使用した実施例１～１
０のＣＦ用着色組成物は、顔料分散剤を使用しない比較例の該組成物に比べて、いずれも
初期および貯蔵後の粘度（１ヶ月後）が低く、グロスも良好で、ＣＦ用着色組成物として
優れた性質を有していた。
【００５９】
［参考例１］
　実施例１で使用したアクリル樹脂ワニス５０部に臭塩素化フタロシアニングリーン（Ｃ
．Ｉ．ピグメントグリーン３６）１７部、キノフタロンイエロー顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー１３８）１３部、顔料分散剤としてモノスルホン化キノフタロンイエロー２部
、カチオン性樹脂系分散剤４部およびＰＧＭＡｃ２０部を配合し、プレミキシングの後、
横型ビーズミルで分散し、緑色の顔料分散液を得た。
【００６０】
［参考例２］
　実施例１で使用したアクリル樹脂ワニス５０部にε型銅フタロシアニンブルー（Ｃ．Ｉ
．ピグメントブルー１５：６）１６部、ジオキサジンバイオレット（Ｃ．Ｉ．ピグメント
バイオレット２３）４部、顔料分散剤としてモノスルホン化フタロシアニンブルー２部、
モノスルホン化インダントロン１部、カチオン性樹脂系分散剤４部およびＰＧＭＡｃ２０
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【００６１】
［参考例３］
　ＲＧＢのＣＦを作製するために、下記の表２の配合処方によりＲ、ＧおよびＢのＣＦ用
着色組成物を得た。
【００６２】

【００６３】
　シランカップリング剤処理を行ったガラス基板をスピンコーターにセットし、表２のＲ
のＣＦ用着色組成物を最初３００ｒｐｍで５秒間、次いで１，２００ｒｐｍで５秒間の条
件でスピンコートした。次いで８０℃で１０分間プリベークを行い、モザイク状の画素を
有するフォトマスクを密着させ、超高圧水銀灯を用い１００ｍＪ／ｃｍ2の光量で露光を
行った。次いで専用現像液および専用リンスで現像および洗浄を行い、ガラス基板上に赤
色のモザイク状画素を形成させた。引き続いて緑色モザイク状画素および青色モザイク状
画素を表２のＧおよびＢのＣＦ用着色組成物を用いて上記の方法に準じて塗布および焼き
付けを行って形成し、ＲＧＢの各画素を有するＣＦを得た。得られたＣＦは優れた分光カ
ーブ特性を有し、各画素の耐光性や耐熱性などの堅牢性に優れ、また、光の透過性にも優
れた性質を有し、液晶カラーディスプレイ用ＣＦとして優れた性質を示した。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　以上の本発明によれば、特定の分散剤を、ＣＦの赤色画素形成用着色組成物の分散剤と
して使用することにより、ＣＦ用着色組成物も安定に製造することができ、異物の発生を
防止し、また、最終的にＣＦ用着色組成物として使用される際にも、優れた分光カーブ特
性を有し、鮮明で冴えた、透明感の高い、しかも耐光性、耐熱性、耐溶剤性、耐薬品性お
よび耐水性などの諸堅牢性に優れた画素を有するＣＦを得ることができる。
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